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審判 主審 副審

東村山第一 白河中央
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 22 0 10 2 2 4 ＊ (C) 2 0 1 0 1

5 ＊ 9 1 3 0 1 5 ＊ 8 2 1 0 3

6 4 0 2 0 0 6 0 0 0 0 0

7 ＊ 9 2 1 1 0 7 3 1 0 0 0

8 ＊ 2 0 1 0 0 8 ＊ 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 2 9 - - - - -

10 ＊ 21 0 10 1 3 10 - - - - -

11 2 0 1 0 0 11 ＊ 22 2 7 2 0

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0

13 - - - - - 13 - - - - -

14 3 1 0 0 0 14 - - - - -

15 - - - - - 15 3 0 1 1 4

16 - - - - - 16 ＊ 12 2 3 0 3

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

72 4 28 4 8 50 7 13 3 11

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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警告：合計が違います

２日目 決勝トーナメント１回戦
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会 場 広島県立総合体育館

 大野　哲広

50 白河中央

警告：合計が違います

川野    舞

合計 合計

戦　　評

國井 彩友美

真鍋  清香

久保    結

記載者 片山　　新 （所属） 広島

橋本　高尚村越 真紀子 コーチ

 渡辺　博史

岡  あすみ

齊藤  沙織

永井  菜摘

選　手　氏　名

斎田  鮎美

古谷  夏美

三浦  亜美

小山    悠

清水    恵

國井  捺美

高野  未樹

吉澤  祐佳

中川原 彩咲

八木  真純

選　手　氏　名

須藤  成美

遠藤    桐

コーチ

岡崎 ちなみ

根本  麻衣

大森  早紀

島村  寧女

矢上  彩乃

井澤  加奈

福田  知穂

円谷 しおり

遠藤    玲

齋藤  彩実

髙田    静

　関東ブロック代表東村山第一と東北ブロック白河中央との対戦は、東村山第一の３－２マッチアップゾーンDefに、
白河中央のハーフコートマンツーマンDefで幕をあける。東村山第一＃７の３Ｐが決まり、対する白河中央＃１１も３Ｐ
を決めてくる。インサイドプレイの強い東村山第一＃４がシュートを決め、＃５も３Ｐを決める。白河中央はドライブを仕
掛けシュートにいくが、高さあるDefにはばまれ得点につながらない。１Ｑを２４－１０と東村山第一が１４点差をつけて
終了。２Ｑに入り、白河中央は激しいDefで相手のミスを誘い、インサイドへのドライブから外へのパスで３Ｐをねらう。
東村山第一も＃４を中心にプレイを展開し得点する。東村山第一３８－２０白河中央となかなか差が縮まらない。
３Ｑでは東村山第一が１－３－１ゾーンDefに変える。白河中央のドライブインをカットし＃１０へパス、インサイドのプ
レイで＃１０が得点を重ねる。白河中央＃１６が連続３Ｐを決めるが、６１－３３東村山第一が２８点リードし、３Ｑが終
わる。４Ｑに入り、白河中央も最後の粘りをみせる。４分過ぎたあたりからファウルを覚悟でオールコートマンツーマン
の激しいDefに変え、徐々に追い上げていく。残り１分ぐらいから東村山第一はパスを回し、時間を使う作戦を取る。
最後は東村山第一７２－５０白河中央となり、東村山第一がベスト８進出を決めた。白河中央の最後まであきらめな
い中学生らしいプレイには拍手を送りたい。
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